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Agilent 製品は、Agilent 製品ユーザ

ーズ・ガイドに記載された方法で

のみ使用してください。それ以外

の方法で使用すると、製品の損傷

や怪我につながるおそれがありま

す。Agilent は、製品の不適切な使

用、製品の承認されていない変更

／調整／改造、Agilent 製品ユーザ

ーズ・ガイドの手順の不遵守、該

当する法律／規則／規制に違反す

る製品の使用を原因の全部または

一部とするいかなる損害に対して

も、責任を負いません。  

Agilent は、Agilent 純正以外の部品

を使用したことによるエラーや製

品または性能に対する損害に関し

て、責任を負いません。 

保証 
このマニュアルの内容は「現状有

姿」提供されるものであり、将来

の改訂版で予告なく変更されるこ

とがあります。Agilent は、法律上

許容される最大限の範囲で、この

マニュアルおよびこのマニュアル

に含まれるいかなる情報に関して

も、明示黙示を問わず、商品性の

保証や特定目的適合性の保証を含

むいかなる保証も行いません。

Agilent は、このマニュアルまたは

このマニュアルに記載されている

情報の提供、使用または実行に関

連して生じた過誤、付随的損害あ

るいは間接的損害に対する責任を

一切負いません。Agilent とお客様

の間に書面による別の契約があ

り、このマニュアルの内容に対す

る保証条項がここに記載されてい

る条件と矛盾する場合は、別に合

意された契約の保証条項が適用さ

れます。 

技術ライセンス 
本書で扱っているハードウェア

およびソフトウェアは、ライセ

ンスに基づき提供されており、

それらのライセンス条項に従う

場合のみ使用または複製するこ

とができます。 

権利の制限 
ソフトウェアが米国政府とのプラ

イム・コントラクト（元請契約）

またはその下請契約の履行に際し

て使用される場合、ソフトウェア

は、DFAR 252.227-7014 (June 1995) 
に定義された“Commercial 
computer software”、FAR 2.101
（a） に定義された“commercial 
item”または FAR 52.227-19 (June 
1987) もしくはこれに匹敵する政

府機関の規則や契約条項に定義さ

れた“Restricted computer 
software”として提供され、使用

許諾されます。ソフトウェアの使

用、複製または開示は、Agilent 
Technologies の標準商用ライセン

ス条項に従うものとし、米国政府

の国防総省以外の部局は、FAR 
52.227-19(c)(1-2) (June 1987) で定義

された Restricted Rights を超える権

利を取得しないものとします。米

国政府のユーザーは、すべての技

術データに適用される FAR 52.227-
14 (June 1987) または DFAR 252.227-
7015(b)(2) (November 1995) で定義さ

れた Limited Rights を超える権利を

取得しないものとします。 

安全にご使用いただく 
ために 

注意は、取り扱い上、危険があ

ることを示します。正しく実行

しなかったり、指示を遵守しな

いと、製品の破損や重要なデー

タの損失に至るおそれのある操

作手順や行為に対する注意を促

すマークです。指示された条件

を十分に理解し、条件が満たさ

れるまで、注意を無視して先に

進んではなりません。 

警告は、取り扱い上、危険がある

ことを示します。正しく実行しな

かったり、指示を遵守しないと、

人身への傷害または死亡に至るお

それのある操作手順や行為に対す

る注意を促すマークです。指示さ

れた条件を十分に理解し、条件が

満たされるまで、警告を無視して

先に進んではなりません。 

警告 

注意 
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ユーザ・マニュアル 7 
安全上のご注意 8 
ランプ・モジュール 9 
モジュール、カバー、パネル 9 
その他の注意事項 9 
警告とその他の記号 10 
CEコンプライアンス 11 
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Agilent機器およびアクセサリは、適切に使用した場合、正確／高速／
柔軟／安全な分析システムとして動作するように、注意深く設計され
ています。 

機器およびアクセサリに付属するドキュメント（印刷版とオンライン
版）には、機器およびアクセサリを安全に操作するための情報と安全
手順が記載されています。機器やアクセサリを使用する前に、必ず安
全手順を注意深く読んでください。機器およびアクセサリを操作する
際には、必ずこの安全手順に従ってください。 

ユーザ・マニュアル 
Agilent Cary 60分光光度計には、セットアップと操作の手順を記載し
た以下のマニュアルが付属しています。 

• Cary 60インスタレーション・カード：機器の開梱とシステムのセ

ットアップに関する情報 

• 本書：安全手順と危険に関する情報、Cary 60のコンポーネントの

インストールとメンテナンスの手順、トラブルシューティング情報 

• Caryチュートリアル：アクセサリのインストールとアプリケーシ

ョンのプログラミングに関する詳細情報 
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• Cary WinUVソフトウェア拡張ヘルプ（英語版のみ）：コンテキス

ト依存ヘルプ、一般的な分析の詳細手順、アクセサリの使用手順 

表記規約 

本書では、以下の表記規約を使用しています。 

• メニュー、メニュー項目、ボタン、チェック・ボックスは太字で

記されています。例：「OKをクリックします」、「Editメニュー

からCopyを選択します」  

• キーボードのコマンドはすべて大文字で記されています。例：

「ENTERを押します」、「SHIFT+F3を押します」 

注記 UV Dissolution および UV Fiber Optic Dissolution をお使いの場合は、本書

における「Cary WinUVソフトウェア」を「UV Dissolution ソフトウェ

ア」または「UV Fiber Optic Dissolution ソフトウェア」に置き換えてお読

みください。 

注記とヒント 

「注記」は、アドバイスや情報を記します。  

「ヒント」は、機器の性能を最大限に引き出すための実用的なヒント
です。 

安全上のご注意 
本機器の操作、メンテナンス、点検中は必ず以下の一般的な安全上の
注意を守ってください。 

メンテナンスまたは点検後に機器の安全性が維持され、機器が安全に
使用できる状態に戻っていることを確認します。これには、パフォー
マンスチェックを実行して、機器の安全システムが正しく機能してい
ることを確認することが含まれます。操作中に、機能または安全を妨
げる可能性がある摩耗または腐食の兆候がないか、機器の状態を確認
します。 
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これらの注意事項、または本書に記載されているその他の警告に従わ
ないと、機器の設計、製造、用途上の安全基準に反することになりま
す。Agilent Technologies は、お客様がこれらの要件を遵守しなかっ
た場合の責任は一切負いません。 

ランプ・モジュール 
ランプは、モジュールに内蔵されています。このモジュールには、高
電圧で動作する部品が含まれます。感電事故を防ぐために、絶対にモ
ジュールを分解しないでください。 

動作時にはランプ・モジュールから高輝度の光が放射されます。この
光が目に当たると、深刻な傷害が生じるおそれがあります。目の傷害
を防ぐために、絶対にランプを機器外部で動作させないでください。 

モジュール、カバー、パネル 
Cary 60分光光度計のモジュールのうち、オペレータなどの作業者が
通常操作するのは、サンプル・コンパートメント・モジュールです。 

他のカバーやパネルのうち、ユーザが操作可能なのは、メイン・カバ
ー／ランプ・モジュールだけです。これを取り外すのは、ランプ・モ
ジュールの交換と調整のときだけです。手順と安全情報については、
Cary WinUVヘルプを参照してください。 

分光光度計とアクセサリにねじ止めされているその他のパネルやカバ
ーは、Agilentのサービス技術者以外は開けないでください。 

その他の注意事項 
コンピュータの通気孔をふさがないでください。PC、モニタ、プリン
タ／プロッタの個々の通気要件については、それぞれに付属するマニ
ュアルを参照してください。 

空気の循環を妨げないため、システムの両側面に5 cm、背面に15 cm
以上の空間を設けてください。 

Cary 60システムおよびアクセサリで使用する材料、溶剤、溶液の中に
は、可燃性、腐食性、毒性、その他の危険性を持つものがあります。 
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そのような材料、溶剤、溶液の不注意、不適切、未熟な取り扱いによ
って、爆発、火災、中毒などの危険が生じ、死亡事故、重大な怪我、
機器や資産の損害を招くおそれがあります。 

当該材料の使用、取り扱い、処分に関する実験室の安全規則を必ず厳
格に守ってください。このような安全規則には、適切な安全服や安全
眼鏡の着用が含まれます。 

警告とその他の記号 
以下に示すのは、分光光度計に用いられる警告関連の記号の一覧で
す。それぞれが警告する危険も合わせて示されています。 

三角形の記号は警告を示します。警告に関連してマニュアルまたは機
器自体に記載される記号の意味は以下のとおりです。 

 
感電事故 

 
目への危険 

 
重量物 

（足への危険） 

 
重量物 

（手への危険） 

  

 

次の記号は、機器に貼付される警告ラベルに使用されます。この記号
を見つけたら、関連する操作またはサービス・マニュアルで、その警
告ラベルに対応する適切な手順を参照してください。 

 

 
  



 一般情報／安全手順／危険 

分光光度計 ユーザーズ・ガイド 11 

次の記号は、情報を示すために機器上に掲示されています。 

 
Xe 

高電圧のキセノンフラッシュランプがこのカバーの下

で動作していることを示しています。 
直接光あるいは反射光を直視すると、目の損傷を引き

起こす可能性がありますので、絶対に光を直視しない

でください。 
トレーニングを受けた Agilent のエンジニアのみ、必要

に応じてこのカバーを取り外します。 

キセノン・フラッシュ・ランプの動作を確認するため

ののぞき穴を示します。 

CE コンプライアンス 
Agilent Cary 60分光光度計は、EU（European Union）のEMC（電磁
環境適合性）指令および低電圧（電気安全性）指令（通称LVD）の要
件に適合するように設計されています。Agilentは、指定されたEN
（European Norm）規格に基づいてプロトタイプを試験することによ
り、各製品が関連する指令に適合することを確認しています。 

製品がこれらの指令に適合することの証明は、次の方法で示されます。 

• 製品の裏面に記載されたCEマーキング。 

• 製品に付属するドキュメント・パッケージ内の適合宣言書。適合

宣言書は、製品が上記の指令に適合する旨のAgilentによる法的な

宣言であり、適合性を証明するための製品試験に用いられたEN規

格を記載しています。 

電磁環境適合性 

EN55011/CISPR11 
グループ1 ISM機器；グループ1には、意図的に生成または使用される
伝導結合された無線周波数エネルギーが存在するすべてのISM機器が
含まれます。このエネルギーは機器自体の内部動作に必要です。 
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クラスA機器は、家庭用以外の施設、および家庭用の建物に供給を行
う低電圧電力供給網に直接接続されている施設での使用に適した機器
です。 

このデバイスは、業務用放射線装置としてCISPR11、Group 1、Class Aの要
件に適合しています。このため、伝導性および放射性妨害により、他
の環境で電磁適合性を保証するのが難しい場合があります。 

次の2つの条件に従って操作を行う必要があります。 
1 このデバイスが害を及ぼす干渉を引き起こさないようにします。 
2 このデバイスが、不要な動作を引き起こす可能性のある干渉を含

め、受け取った干渉に対応できるようにします。 
 
この機器がラジオまたはテレビ受信に対して害を及ぼす干渉を引き起
こす場合（機器をオフにしてからオンにすることで判断できます）、
次の対策を1つまたは複数試みてください。 
1 ラジオまたはアンテナの位置を変えます。 

2 デバイスをラジオやテレビから遠ざけます。 
3 デバイスを別の電気コンセントに差し込み、デバイスとラジオや

テレビが異なる電気回路上に存在するようにします。 

4 周辺機器もすべて認証されていることを確認します。 
5 デバイスと周辺機器の接続に適切なケーブルが使用されているこ

とを確認します。 
6 機器ディーラーまたはAgilent Technologiesのエンジニアにサポート

を依頼します。 

Agilent Technologiesによって明示的に承認されていない変更や修正によ
り、機器に対するユーザの操作権限が無効になる可能性があります。 
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ICES/NMB-001 
この ISM デバイスは、カナダの ICES-001 に適合しています。 

Cet appareil ISM est conforme à la norme NMB-001 du Canada. 

韓国クラス A EMC 宣言 

A 급기기( 업무용방송통신기자재 ) 

本機器は、業務用に適したクラス A 製品で、家庭以外の電子環境で使
用します。 

 

이기기는업무용 (A 급 ) 

전자파적합기기로서판매자또는사용자는이점을주 

의하시기바라며 , 가정외의지역에서사용하는것을목적으로합니다 . 
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測定カテゴリ 15 
汚染度 15 
環境条件 15 
重量と寸法 16 
電気仕様 17 
コンピュータ要件 18 

測定カテゴリ 
測定カテゴリはIEC61010:Iです。測定カテゴリII、III、IVの測定に本
器を使用しないでください。 

汚染度 
汚染度はIEC61010:2です。汚染度‘2’は、通常の屋内環境に該当します。 

環境条件 

   

          通風なし          腐食性ガスなし            振動なし 
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注記 最高の分析性能を実現するには、実験室の周囲温度が 20～25 ℃で、1
日を通して±2 ℃の範囲内で一定であることが推奨されます。  

室内の空気は、埃がなく、低湿度であることが必要です。空調の使用
が推奨されます。特に高感度の分析を行う場合は、室内温度を制御す
る必要があります。 

 
条件 高度（m、フィート） 温度（℃、°F） 湿度 

（％相対湿度） 
結露なし 

輸送時 0–4600, 0–15000 -40–70, -40–158 <90 

性能仕様範囲内での動作時 0–3100, 0–10000 5–40, 41–104 15–80 

重量と寸法 

重量 

梱包時 23 kg 

開梱時 18 kg 

寸法（幅×奥行き×高さ） 

梱包時 595×710×350 mm 

開梱時 477×567×196 mm 

Cary 60は、10 kgの荷重に耐えるように設計されています。これは17
インチLCDモニタの重量にほぼ相当します。 

作業台に必要な高さは約90 cmです。コンピュータ、モニタ、プリン
タのためのスペースが必要です。 

分析対象の溶液やサンプルがこぼれることによる損傷を防ぐために、作
業台上には耐腐食性で液体を通さない材料のカバーをかけてください。 



 仕様 

分光光度計 ユーザーズ・ガイド 17 

空気の循環を妨げないため、システムの両側面に5 cm、背面に15 cm
以上の空間を設けてください。電源コードおよびその他すべての接続
は、機器の裏面に存在します。電源スイッチはフロント・パネルにあ
ります。 

電気仕様 

主電源 

標準の3.2 A/12 Vプラグ・パックが付属しています。電源コードは、
ユーザの国別の要件に基づいて提供されています。必ず本器に付属の
電源を使用してください。 

表 1. システムの電気仕様 

システム・ユニット 必要電源電圧 

分光光度計 90～265 V AC 
周波数 47～63 Hz 

最大消費電力は60 VA、 38 W、130 BTU/時です。 

電源の設置にあたっては、作業場への電力の供給に責任を負う地域当
局の規則や規制に従う必要があります。 

 

警告 

 

感電の危険 
感電による死亡事故のおそれがあります。重大な感電事故を防ぐに

は、正しい電気アース接続が重要です。Cary 60 は、アース接続付きの

3 極のコンセントに接続してください。電源コンセントのグランド・

ピンがアースに接続されていることを確認してください。 

 

Cary 60用の電源は、単相交流電圧の3線システム（アクティブ、ニュ
ートラル、アース）で、電源コードの長さの範囲内にある適切な電源
コンセントに接続する必要があります。安全のために、システム内の
各ユニットに対して、独立した電源コンセントを使用する必要があり
ます。延長コードやコンセント・アダプタの使用は推奨されません。 
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必要に応じて、電源コードを交換します（必ず上記に指定した電源コ
ードと同等のコードと交換してください）。 

コンピュータ要件 
Cary 60は、AgilentのISO9001手順に基づいて、Cary WinUVソフトウ
ェアとデスクトップ・コンピュータを使用して評価されています。評
価の際に使用されたシステムと一致するコンピュータ構成を強く推奨
します。 

 
プロセッサ Intel® Xeon® E3-1225v3 

（3.20 GHz、8 MB キャッシュ、4 コア） 
メモリ 4 GB（1×4 GB）DDR3-1600 Non-ECC RAM 
ストレージ 500 GB SATA 7200 RPM 6 G/s HDD 
グラフィックス Intel® HD Graphics P4600 
通信 内蔵 Intel 1217LM PCIe GbE コントローラ、第 2 シリアル・

ポート・アダプタ 
光ディスク・ド

ライブ 
16X DVD+/-RW SuperMulti SATA ドライブ 

オーディオ 内蔵 Realtek HD ALC221 オーディオ 
USB 4 個の USB 3.0 ポート 

PCのキーボードとマウスを使用しやすい位置に配置します。 
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3. インストール 

インストール 20 
セル・ホルダ 26 
その他のサンプル・ホルダ 28 
アクセサリのインストール 28 

 

以下のチェックリストは、作業場がCary 60をインストールできる状
態であることを確認するためのものです。 

 
準備要件 完了 

すべての機器がサイトに到着しており、損傷がないかどうかチェック済み � 

作業場が環境要件を満たす（15 ページを参照） � 

適切な作業台が使用可能（16 ページを参照） � 

適切な電源が使用可能（17 ページを参照） � 

要件を満たすコンピュータが使用可能（18 ページを参照） � 

コンピュータに適切な Microsoft Windows オペレーティング・システムがインストー

ル済み。インストール方法についてはオペレーティング・システムの付属マニュアル

を参照。 
� 

Cary 60 が開梱済み（20 ページを参照） � 
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インストール 
Agilent Cary 60分光光度計は、すべてのインストール作業をユーザが
実行できるように設計されています。システムのセットアップ方法
は、機器に付属するCary 60インストレーション・カード、および以
下のセクションに記載されています。 

Agilent Cary WinUV Pharmaソフトウェアをインストールする場合
は、ソフトウェアに付属するソフトウェア・インストール手順に従っ
てから、24ページの「ハードウェアのインストール」に進みます。 

インストール手順は以下のとおりです。 

• 開梱 

• Cary WinUVソフトウェアのインストール 

• ハードウェアのインストール 

• Cary 60およびCary WinUVソフトウェアのバリデーションと登録 

• チュートリアルの実行 

開梱 

警告 

 
 

重量物 
Cary 60 の重量は 18 kg です。怪我や機器の損傷を防ぐために、機器を

持ち上げたり運んだりする場合は必ず 2 人以上で行ってください。絶

対に 1 人で機器を持ち上げようとしないでください。 
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納品された機器を受け取ったら、機器を設置場所まで運んでくださ
い。Agilentの機器は本質的に堅牢であり、梱包は内部の損傷を防ぐよ
うに設計されています。しかし、内部の機器は精密な測定システムの
構成要素なので、梱包はすべて注意深く取り扱ってください。運搬中
は急激な揺れを避け、梱包を不必要にひっくり返したり傾けたりしな
いでください。梱包の正しい天地は、通常は輸送用カートンに記載さ
れています。 

機器の開梱はユーザの作業です。梱包を開けたら、注文した品目がす
べて揃っていることを確認してください。不一致がある場合は、販売
元に連絡してください。損傷している品目がある場合は、ただちにア
ジレントあるいは担当販売店に連絡してください。  

次のものが納品されていることを確認ください。 

• 1×Cary 60分光光度計 

• 1×電源／電源ケーブル 

• 1×USBケーブル 

• 1×Cary WinUVソフトウェア・インスタレーションCD 

• 本書 

注記 アクセサリは上記のリストには記載されていません。  

梱包内容が注文と異なる場合は、ただちにアジレントあるいは担当販
売店までご連絡ください。インストール作業をアジレントのサービス
技術者が行う場合は、梱包のすべての内容を一個所にまとめておいて
ください。パッケージ材料や緩衝材は捨てないでください。 

Cary 60分光光度計を開梱するには：  

1 梱包の箱を開けます。 

2 2人がかりで、Cary 60を梱包から取り出します。 
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Cary WinUV ソフトウェアのインストール 

1 コンピュータをオンにします。 

注記 Agilent Cary WinUV アイコンがコンピュータのデスクトップ上に既に存

在している場合は、24 ページの「ハードウェアのインストール」セク

ションに進みます。 

2 アプリケーション・ソフトウェア・ディスクをコンピュータの

CD/DVDドライブに挿入し、‘AgilentCaryWinUVSetup.exe’を実行

します。 

注記 インストール・プログラムは自動的に起動します。起動しない場合

は、DVD/CD ドライブに移動し、AgilentCaryWinUVSetup.exe をダブルク

リックします。 

3 ‘User Account Control’ダイアログが表示されたら、Yesをクリッ

クします。 

4 画面に表示される手順を実行します。 

5 ‘Device Driver Installation Wizard’のメッセージに従います。

‘Always trust software from “Agilent Technologies, Incorporated”
チェックボックスがオンになっていることを確認し、Installをク

リックします。 

6 インストールが終了したら完了をクリックします。 

ハードウェアのインストール 

Cary 60ハードウェアをインストールするには： 

1 USBケーブルを差し込みます。 
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図 1. ハードウェアの接続 
2 電源に電源ケーブルを接続し、Cary 60と電源コンセントに接続し

ます。図1を参照してください。 

3 コンピュータをオンにします（まだオンになっていない場合）。 

4 Cary 60をオンにし（図2）、校正が終了するまで2分間待ちます。 

 

図 2. 電源ボタンとシリアル番号の位置 
5 コンピュータをシャットダウンし、再起動します。 

 

Cary 60 の登録とバリデーション 

Cary 60の登録とバリデーションを行うには： 

1 コンピュータのデスクトップにあるCary WinUVアイコンをダブル
クリックします。 

USB

電源 

シリアル番号 電源ボタン 



インストール 

24 分光光度計 ユーザーズ・ガイド 

 

2 ‘Validate’アプリケーションをダブルクリックします。 

Agilent Software Registrationダイアログ・ボックスが表示されます。 

3 Nextをクリックし、表示される手順を実行します。 

注記 プロダクト・キーは CD ケースに記載されています。 

 

4 ‘Product Details’ダイアログ・ボックスの‘Instrument Model’セク

ションの隣のAddをクリックします。 

5 ‘Instrument Type’ドロップダウン・リストからCaryを選択します。 

6 モデル名を選択します。 

7 Cary 60のシリアル番号を入力します。図2を参照してください。  

8 Accessoriesセクションで、注文したすべてのアクセサリに対して

ステップ4～7を繰り返します。 

9 Nextをクリックし、表示される手順を実行して登録を完了します。 

10 Validateアプリケーションが起動したら、Startをクリックします。 

注記 バリデーション・プロセスが完了するには約 7 分かかります。 

11 バリデーションが完了したら、作成されたレポートを印刷してか

ら、Validateアプリケーションを閉じます。 

チュートリアルの実行 

Cary 60チュートリアルを実行するには、コンピュータのデスクトッ
プにあるチュートリアル・アイコンをダブルクリックします。 

Cary WinUVソフトウェアの使用法を学ぶための以下のチュートリア
ルが用意されています。 
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• Cary WinUVの概要：ソフトウェア・レイアウト、レポート設定の

指定、メソッドの保存とオープンについて説明します。 

• 1つまたは複数の波長でのサンプルの測定：Simple Readアプリケ

ーションを使用してサンプルの吸光度測定を実行する方法を説明

します。 

• マルチセル・ホルダ・アクセサリによる複数サンプルの測定：

Advanced Readsアプリケーションを使って複数のサンプルを測定

する方法を説明します。 

• 波長スキャンの実行：Scanアプリケーションを使って複数のサン
プルをスキャンする方法を説明します。 

• 光ファイバ・ディップ・プローブ・アクセサリを使用した濃度実
験の実行：プローブを使ってサンプル測定を短時間で実行する方
法を説明します。 

• 温度制御された単一セル反応速度実験の実行：Kineticsアプリケ
ーションを使って、吸光度対時間データから反応速度を計算する
方法を説明します。 

Cary WinUVヘルプにアクセスするには、コンピュータのデスクトッ
プ上のCary WinUVフォルダを開いてCary WinUV Helpをダブルクリ
ックするか、Cary WinUVアプリケーションが開いているときにキー
ボードでF1を押します。 
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セル・ホルダ 
Cary 60にはマイクロセル・ホルダが標準で付属しています。マイク
ロセル・ホルダのインストールと調整の方法を以下に示します。 

 

図 3. セル・ホルダ・ベース（左）とマイクロセル・ホルダ 

1. 位置合わせ穴  4. マイクロセル・ホルダのつまみ付きねじ 
2. セル・ホルダ・ベースの

つまみねじの位置 
5. セル・リフタ 

3. 調整ねじ  6. 6角ボール・ドライバ（図にはなし） 

インストール 

マイクロセル・ホルダをインストールするには：  

1 マイクロセルをマイクロセル・ホルダ内に入れ（セルの側面がす

りガラスの場合、または側面にCaryロゴが記載されている場合

は、セルのその側面を持つようにします）、セルの開口部がセ

ル・ホルダの開口部の垂直方向の中心に位置するようにします。 

2 セルの開口部の高さが正しくない場合、セルを取り出してから、マ

イクロセル・ホルダの調整ねじを六角レンチ  ? の方が良いです。金

子（2.5 mm）で調整します。セルをもう一度マイクロセル・ホルダ

内に入れます。 

1 

2 

3 
4 

5 
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3 サンプル・コンパートメント・カバーをスライドさせて元に戻し

ます。図4を参照してください。 

 

図 4. Cary 60 のサンプル・コンパートメント・カバー（1）とフロン

ト・ドア（2） 

4 サンプル・コンパートメントのフロント・ドアを取り外します。

図4を参照してください。 

5 セル・ホルダ・ベースがサンプル・コンパートメントにまだ取り

付けられていない場合は、以下の手順で取り付けます。 

a セル・ホルダ・ベースをサンプル・コンパートメント内に置
き、2個の位置合わせ穴をサンプル・コンパートメントの底面
の2本の位置合わせピンに合わせます。 

b セル・ホルダ・ベースのつまみ付きねじ（上図の2）をしっか
りと締めます。 

6 マイクロセル・ホルダをセル・ホルダ・ベース上に置き、マイク

ロセル・ホルダの穴が、セル・ホルダ・ベースの出っ張った黒い

ノブに合うようにします。 

7 マイクロセル・ホルダのつまみ付きねじを締めます。 

次に、マイクロセル・ホルダのアライメントを行います。 

アライメント 

マイクロセル・ホルダのアライメントを行うには：  

1 コンピュータのデスクトップにあるCary WinUVフォルダでAlign

をダブルクリックします。 

2 

1 
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2 Caryタブを選択します。 

3 Instrument Parametersの下で、Zero Orderを選択して、波長を0 nm

（白色光）に設定します。 

4 Applyをクリックします。機器の緑の電源インジケータが点滅を

開始し、機器がアクティブになったことを示します。 

5 マイクロセル・ホルダ内にセルを置きます（まだ置いていない場合）。 

6 セルの右側の光路上に、小さい白い紙片を置きます。ビームがセル

の開口部に当たっているように見える場合は、紙片をセルの左側に

動かして、ビームがセルを通過していることを確認します（ビーム

がセルを通過していないように見える場合は、26ページの「インス

トール」のセクションの手順で、セルの高さを調整します）。 

7 六角レンチ  ? の方が良いです。金子（2.5 mm）を使用して、マイ

クロセル・ホルダの調整ねじ（上図の5）を調整し、紙に当たる光

の強さを観察します。紙に当たるビームが最も強くなるように調

整ねじを調整します。 

注記 光ビームの観察を容易にするには、室内の照明を暗くします。 

その他のサンプル・ホルダ 
Cary 60では、ソリッド・サンプル・ホルダなどのその他のサンプ
ル・ホルダも使用できます。その使用法については、Cary WinUVソ
フトウェアに付属するヘルプを参照してください。  

アクセサリのインストール 
Cary 60へのアクセサリのインストール方法については、Cary WinUV
ヘルプを参照してください。ヘルプにアクセスするには、コンピュー
タのデスクトップ上のCary WinUVフォルダを開き、Cary WinUV 
Helpをダブルクリックし、Accessoriesをクリックします。また、ア
クセサリに付属するマニュアルや説明書も参照してください。 
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機器の概要 

 

図 5. Cary 60 のサンプル・コンパートメント・カバー（1）、サンプ

ル・コンパートメント・フロント・ドア（2）、電源ボタン（3） 

  

3 
2

1 
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インジケータ・ランプ 
電源ボタンのインジケータ・ランプには、次の状態があります。 

色 状態 説明

緑 常時点灯 電源オン、機器は校正／初期化済み、スキ

ャンは未実行。 
点滅 スキャン中（エラーなし）。 

オレンジ（黄色） 常時点灯 機器の初期化中（スキャンは未実行）。 
点滅 初期化／校正時のスキャン実行中。 

赤 常時点灯 初期化または校正が失敗しました。機器は

操作可能。 
点滅 初期化または校正の失敗後にスキャン実

行中。 
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接続 

             

図 6. 背面とサンプル・コンパートメントのコネクタ 

ここで： 

1 機器背面にあるアクセサリ用の8ピン・ミニDINソケット。  

2 機器背面にあるコンピュータ接続用のUSBタイプBコネクタ（図4

の2）。 

3 機器背面にある12 V電源用の5.5/2.5 mm電源ソケット（図4の3）。 

4 サンプル・コンパートメントの左側面にあるダイオード・ディテ

クタ用の8ピンDINコネクタ（図4の4）。 

5 サンプル・コンパートメントの左側面にあるアクセサリ用の3.5 mm

フォノ・ジャック（図4の5）。 

6 サンプル・コンパートメントの右側面にあるアクセサリ用の25ピ

ンDレンジ・コネクタ（図4の6）。 

ソフトウェアの使用 
ソフトウェアの使用法については、Cary WinUVソフトウェアととも
にコンピュータにインストールされるCary 60チュートリアルとCary 
WinUVヘルプを参照してください。 

  

1 2 

5

3

4

6 
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空白のページ 
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5. トラブルシューティング 

アクセス拒否 33 
Cary 60の電源オンを示す緑のライトが点灯しない35 
StartボタンがConnectボタンに変わっている 35 
スキャン中に吸光度が10 Absを示し、 
急激に変動する 37 
機器の性能テスト 38 
波長校正 39 
フロント・パネルLEDのトラブルシューティング 39 

 

この章では、Cary 60ハードウェアのセットアップと使用で発生する
可能性があるさまざまな問題の解決に役立つトラブルシューティング
情報を記載します。示された方法で問題が解決しない場合は、アジレ
ント 窓口までお問い合わせください。 

アクセス拒否 

問題 

Cary WinUVソフトウェアのインストール中に、‘Access is denied’と
いうメッセージが表示される。 

解決法 

Cary WinUVソフトウェアをインストールするには、管理者権限でロ
グオンしている必要があります。 

1 Windowsのスタートボタン > ログオフをクリックします。 

2 管理者としてログオンするか、管理者にログオンしてもらい 

ます。 
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3 Cary WinUVソフトウェアをアンインストールします。 

Cary WinUVソフトウェアをアンインストールするには： 

a Microsoft Windows 10の場合：スタート > 設定 > システム > 
アプリと機能 をクリックします。 

Microsoft Windows 7の場合：スタート > コントロール パネ

ル > プログラムと機能またはプログラム > プログラムのアン

インストールをクリックします。 

b Agilent Cary WinUVを選択します。 

c アンインストールをクリックし、‘User Account Control’ダイ
アログが表示されたら、Yesをクリックします。画面に表示さ
れる手順を実行します。 

注記 Cary WinUV Pharma ソフトウェアのアンインストールにはサービス・コ

ールが必要なので、最寄りの Agilent オフィスまで連絡していただく必

要があります。 

4 Cary 60ドライバをアンインストールします。 

Cary 60ドライバをアンインストールするには： 

a Microsoft Windows 10の場合：スタート > 設定 > システム > 
アプリと機能をクリックします。 

Microsoft Windows 7の場合：スタート > コントロール パネ

ル > プログラムと機能またはプログラム > プログラムのアン

インストールをクリックします。 

b Windows Driver Package - Agilent Technologies Agilent 
Cary-60 USB Driverを選択します。 

c アンインストールをクリックし、‘User Account Control’ダイ
アログが表示されたら、Yesをクリックします。画面に表示さ
れる手順を実行します。 

5 コンピュータを再起動します。  

6 Cary 60インスタレーション・カードまたは本書の「インストー

ル」の章の説明に従ってCary WinUVソフトウェアを再インストー

ルします。 
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Cary 60 の電源オンを示す緑のライトが点灯しない 
Cary 60の電源は外部電源から供給されます。Cary 60のフロント・パ
ネルにある緑の電源インジケータは、機器に電源が供給されているこ
とを示します。 

問題 

Cary 60のスイッチをオンにしても、電源インジケータが点灯し 
ない。 

解決法 

Cary 60と外部電源との間の接続を確認します。 

Start ボタンが Connect ボタンに変わっている 

問題 1 

‘Start’ボタンがなく、‘Connect’ボタンが表示されている。  

解決法 

機器と通信できるCaryアプリケーションは一度に1つだけです。別の
アプリケーションに切り替えるには、‘Connect’ボタンを押してそのア
プリケーションをオンラインにします。 

Cary 60をオンにすると、初期化ルーチンが実行されます。この初期
化が完了する前に、Scanなどの他のアプリケーションを起動すると、
アプリケーションの‘Start’ボタンはグレー表示になります。アプリケ
ーションの下部にあるステータス表示行が‘Idle’になるまで待てば、
‘Start’ボタンが使用可能になります。 
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問題 2 

‘Start’ボタンがアクティブにならない、または‘Connect’ボタンが
‘Start’に変わらない。 

解決法 

Cary WinUVソフトウェアがCary 60を見つけられない場合は、‘Start’
ボタンがアクティブにならないか、‘Connect’ボタンが‘Start’に変わら
ないことがあります。これには以下の原因が考えられます。 

• 電源が接続されていない 

• USBケーブルが接続されていない 

• Cary 60ドライバがインストールされていない 

• Cary 60のメイン・ボードに問題がある。上記の問題を修正しても

事態が改善しない場合は、Agilentフィールド・サービス・エンジ

ニアに連絡してこのボードを交換してください。 

• Cary 60を再起動し、電源LEDが緑に常時点灯するまで待ちます。 

• 制御PCを再起動します。 
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スキャン中に吸光度が 10 Abs を示し、急激に変動する 

問題 

Cary 60が10 Absの吸光度を示し、下図のようなスキャンが画面に表
示される。 

 

図 7. スキャン中の吸光度の急激な変動 

解決法 

Cary 60のサンプル・コンパートメント内部のディテクタ・ケーブル
が接続されていない。サンプル・コンパートメントの左側面にある8
ピン・プラグがしっかりと接続されていることを確認してください。 

サンプル・コンパートメントが空。 

サンプル・コンパートメント内部のビームがクリップされていない。 
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機器の性能テスト 

問題 

機器の性能テストの結果が仕様を満たさない（工場でのテストで得ら
れた結果は、機器に同梱されています）。 

解決法 

以下の点を確認してください。 

• サンプル・コンパートメントが空。 

• ランプがパルス動作中。これは、機器の前面にある緑の電源イン

ジケータが点滅することによって示されます（モノクロメータと

フィルタ・ホイールが移動する音も聞こえるはずです）。また、

機器のスキャン中に、機器の側面をこちらに向けて、機器底部に

ある小さいランプのぞき穴から内部を観察してみてください。  

• ランプのアライメントが正しく行われている（ランプのアライメ

ント手順については、Cary WinUVヘルプを参照してください）。 

• System Informationの‘Calibration’タブに‘UnCalibrated’が表示さ

れる。System Informationを開くには、コンピュータのデスクト

ップ上のCary WinUVフォルダをダブルクリックし、‘System 

Information’アイコンをダブルクリックします。‘Calibration’タブ

に‘UnCalibrated’と表示されている場合、Cary 60をオフにしてか

ら再びオンにします。機器の初期化と校正が完了するまで待ちま

す。校正ルーチンが終了すると、表示が‘Calibrated’に変わりま

す。機器は校正済みで使用可能な状態です。 

ValidateでInstrument Performance Testスイートを再実行します。 

  



 トラブルシューティング 

分光光度計 ユーザーズ・ガイド 39 

波長校正 

問題 

吸収（透過または反射）ピークの位置が長時間ずれているように見
える。 

解決法 

Cary 60を再起動します。起動時に校正手順が自動的に実行されま
す。Agilentでは、標準の操作手順の一部として、Cary 60を月1回再起
動することを推奨します。‘Validate’でInstrument Performance Test
スイートを実行して、機器の性能が仕様を満たすことを確認します。 

フロント・パネル LED のトラブルシューティング 

LED が点灯しない 

機器に電源が供給されていません。 

電源ケーブルと電源コンセントのスイッチ（存在する場合）を確認し
ます。 

赤 LED の常時点灯 

機器は使用可能ですが、前回の初期化または校正が失敗しています。 

初期化または校正が失敗しました。 

以下を確認または実行してください。 

• サンプル・コンパートメント内にビームを遮るものがないこと。 

• キュベットが正しく挿入され、汚れていないこと。 

• Cary 60を再起動します。 

• Agilentフィールド・サービス・エンジニアまたは窓口までご連絡

ください。 
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赤 LED の点滅 

機器はスキャン中ですが、前回の初期化または校正が失敗しています。 

初期化または校正が失敗しました。 

以下を確認または実行してください。 

• サンプル・コンパートメント内にビームを遮るものがないこと。 

• キュベットが正しく挿入され、汚れていないこと。 

• Cary 60を再起動します。 

• Agilentフィールド・サービス・エンジニアまたは窓口までご連絡

ください。 
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メンテナンス 41 
スペア部品 42 

メンテナンス 
この章またはCary WinUVヘルプに明示的に記載されていない手順
は、Agilentフィールド・サービス・エンジニアだけが実行できます。 

 

警告 

 

目への危険 
本器には高輝度の光源が内蔵されています。光源を直接見ると、目の

傷害を引き起こすおそれがあります。オペレータなど、正規のサービ

ス・エンジニア以外の人は、メイン・カバーを絶対に開けないでくだ

さい。 

注記 このセクションでは、機器のメンテナンス手順だけを記します。PC と

プリンタのメンテナンス手順についてはそれぞれのマニュアルを、ア

クセサリのメンテナンス手順については Cary WinUV ヘルプを参照して

ください。 

サンプル・コンパートメントに液体がこぼれた場合は、ただちに拭き
取ってください。 

Cary 60分光光度計の外部表面は常に清浄に保ってください。清掃に
は柔らかい布を使用します。必要な場合、布を水または中性洗剤で湿
らせてもかまいません。有機溶剤や研磨性の洗浄剤は使用しないでく
ださい。 
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その他のメンテナンス手順については、Cary WinUVソフトウェアに
付属するヘルプを参照してください。 

スペア部品 
Cary 60分光光度計サポート部品を以下に示します。必ずAgilentが販
売しているサポート部品を使用してください。 

 
部品 パーツ番号 

サンプル・コンパートメント・カバー 6210133900 
サンプル・コンパートメント・フロン

ト・ドア 
110855700 

USB ケーブル：3 m グレー 8121-0905 
Cary 60 電源 G6860-61008 
ランプ・モジュール 110639690 

 

その他のCary 60アクセサリの注文方法の詳細については、Agilent 
Technologies Webサイト（www.agilent.co.jp）を参照してください。 

 
  



 

 

 
  



www.agilent.co.jp 

 

 

本書の内容 

本書には以下の情報が記載されてい 
ます。 

• 一般情報／安全手順／危険 

• 仕様 

• インストール 

• はじめに 

• トラブルシューティング 

• メンテナンスとスペア部品 

 

 

 

 

 

 

 
© Agilent Technologies 2011, 2014-

2016 
印刷：米国 
05/16 

*G6860-96001* 
*G6860-96001* 

G6860-96001 
第4版 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K 0
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


